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��エッフェル塔の記号論的意味とその効果
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��シンボルゾーンの形成とテレビ塔

��戦災復興と����道路の造成

��テレビ塔建設の過程とその意義

��テクノランドマークの時代性

	�おわりに

��はじめに

テクノロジーの発達は人々の生活に様々なインパクトを与えてきた。それは種々の評価がなされ

るものの、その時代の産業�社会を発展させ、人々のライフスタイルを大きく変化させてきた。ま

た、テクノロジーの進歩は新たな構造物を生み出し、地域景観を変貌させることにも結びついた。

例えば、産業革命による蒸気機関の発明、その後の鉄道の発達は、乗降客に対する駅を必要とし、

特にターミナルは都市や地域におけるゲートとしての役割を果たすことにもなった。駅舎には様々

な意匠が施され、建築家がエネルギーを注ぐ対象ともなり、芸術的なその姿が都市や地域の顔とし

て位置づけられるものも多々存在する。鉄路は線状に延び、渡河点や立体交差地点には橋梁が設け

られ、山地をトンネルが貫通することにより、点と線による新たな景観が生み出された。その様式
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は各要素がリニューアルされることがあっても、��世紀の現在に至るまで本質的には変化するこ

となく世界各地で確認することができる。ある意味では、これまでに存在していた自然景観に人文

的要素が深く進入したと見なすこともできる。鉄道の発達にとって欠かすことのできない橋梁�鉄

橋�は、鉄骨の組み立て技術が進歩することにより出現した。パリのエッフェル塔の設計者である

ギュスターヴ�エッフェルが、類い希なる橋梁�鉄橋�の設計技師であったことはよく知られてい

る。こうして産業革命後の建築物に鉄骨及びその組み立て技術が、コンクリートの製法の完成と共

に鉄骨�鉄筋からなる構造物を生み出す基本技術となっていった。

塔は地平面より垂直方向へ延びる構造物であり、その機能はキリスト教寺院における尖塔や仏教

寺院における五重の塔のような宗教的意図から造り上げられたものや、通信技術の発達に伴って建

設された各種の電波塔や展望塔及び各種のモニュメントに代表される。そこには、本来の機能とは

別に、立体的形状が人々のまなざしを集める対象�アイストップ�として、また、塔内に周辺を俯

瞰可能な場が設定されるなど新たな要素が付加されている。さらに都市空間における都市軸や道路

軸のアクセント�焦点として位置づけられることも多い。そのいずれもが、建築�建造技術の発達

に伴い造り上げられてきた。特にフランス革命百周年を記念し、����年に開催されたパリ万博の

シンボルとして建設されたエッフェル塔は都市のシンボルとして、また様々な意味を内包するラン

ドマークとして位置づけられ、その後の鉄塔建設のモデルとなっていった。

他方、我々の空間的な行動�活動を支え、位置を明確化するために空間的なアクセントとして、

シンボリックな構造物やランドマークが必然�偶然のもとに配置されてきた��������。ランドマー

クの基本的な特性は地理的空間における自然的�人文的景観構成要素であり、象徴性�記号性�場

所性�認知性などの諸特性によって支えられ、人々のもつ空間的座標軸に象徴的に位置づけられる

存在となっている	�
�����
�。

本稿においてはテクノロジーの進歩により生み出されてきたランドマークを、テクノランドマー

クと呼ぶことにし、その代表例として大規模鉄塔を取り上げ、鉄塔建設の背景を探り、技術発達と

伝播がいかに進行したのかについて言及した。そして、技術発達と鉄塔建設を代表するテレビ塔を

取り上げ、日本におけるテレビ塔建設に至る過程とそのもつ意味を明らかにしてみた。また、テレ

ビ塔建設が単に技術的必然性のみならず、都市構造との関連でランドマーク化されていく状況を分

析してみた。さらに、都市中心部におけるシンボルゾーンの形成にテクノランドマークが密接に関

連し、アイストップとして機能する例を愛知県の名古屋市を中心に考察した。

��技術発達と鉄塔

��テクノスケープの形成とランドマーク

テクノロジーの発達は複合的で、強く各方面への波及効果が促される。一旦社会に受け入れられ

定着した技術は、様々な地域へ波及していくことが多い。それは、交通�通信のように鉄道やラジ
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オ�テレビといった形で具現化され、受容者の生活に密着�定着化が図られていく。それらを支え

る様々な構造物がテクノスケープとして認識され、各種のテクノランドマークが生み出されてきた｡

特に、産業革命後の鉄道交通や自動車交通の発達は、近代における新技術や新たな素材の開発に支

えられ、急速な進歩を遂げた���。また、製鉄技術や加工技術の発達は、構造物の建設に大きなイン

パクトをもたらし、鉄骨�鉄筋�コンクリートの製法の完成は大規模構造物の建設を可能にした。

中でも、鉄道や道路建設に欠かせない鉄橋は素材�組み立て技術の発達に支えられ、他の構造物建

設にも応用されていった���。衆目を集める地点に建設される鉄橋は、構造上の問題に加えデザイン

が重視されることも多く、各地にランドマークとしての機能を果たす例を見出すことができる。都

市においては都市基盤の整備に様々なテクノロジーが取り込まれ、電気�ガス�上下水道�通信と

いったライフラインが構築され社会基盤として整備されていった。それらを構成する諸施設は、時

代の変化や地域的差異はあるものの、都市景観の新たな要素となっていった。近代以降、都市景観

が時代とともに変化していく過程は、テクノスケープの形成に左右されてきたと言っても過言では

ない。

その時代に生まれ、育まれた技術は、後世に様々な色と形で伝わることも多い。例えば、日本の

近代化が始まる明治時代は、諸外国からの技術を導入し咀嚼した結果、その技術が反映された建築�

建造物が数多く造られ、近代化遺産として日本各地に展開している���。現在では近代化遺産は単に

文化財としての意味にとどまらず、地域景観の要素として、また地域の活性化資産として位置づけ

られ、まちづくりの資産としての重要性も増してきた。それらは単独で成立することは少なく、時

代背景とテクノロジーの進歩との相互関係によって生み出され保存されてきた。

��エッフェル塔の建設経緯

世界の鉄塔建設において、最も代表的なものはパリのエッフェル塔であろう。エッフェル塔は

����年に建設された高さ�����建設当初�の大鉄塔であり、セーヌ河左岸のシャン�ド�マル

スの一角に当時の最新技術を結集して建設された。シャン�ド�マルスは��	
年以降に開催され

たパリ万博の主要会場である。建設の目的は万国博覧会のシンボル、モニュメントの創出であり、

付随的に様々なテクノロジーの具現化が図られた。設計者のギュスターヴ�エッフェルは��	
年

のパリ万博から博覧会に関与し、��
�年には主会場の大玄関ホールやパリ市展示館などを担当し

ていた���。吉見によると、｢エッフェル塔は、決してエッフェル個人の発明により突然出現したも

のではなかった。この博覧会でモニュメント案をエッフェルと競ったジュール�ブルデは、�太陽

の塔�と呼ばれる高さ�		�の石造りの塔を建て、頂上には反射鏡をつけて下から送った電光を

反射させてパリ市を真昼のように照らす計画を立てていた」と説明する���。完成したエッフェル塔

は電気によるテクノロジーが具現化し、地上からエレベータが乗客を運び、各階には電話が取り付

けられ、夜にはガス灯、アーク灯、白熱灯によって塔全体が照らし出された。当時の最新技術が具

体的な形として表現された展示物と見なすこともできる。こうして、エッフェル塔は万博会場はも
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とより、パリを俯瞰する装置として機能するこ

とになった。しかし、当初はその後世界各地に

必然的に建設されていく電波塔としての機能を

果たす意図はなかった。その意味ではラジオ�

テレビ電波の送信施設としての先駆的テクノラ

ンドマークではないが、大規模鉄塔実現の可能

性と建設技術及び鉄塔形状の確立に果たした役

割は極めて大きい。現在ではシャイヨ宮からセー

ヌ河を挟みエッフェル塔とシャン�ド�マルス

公園への連続性は万博開催後の新たな開放的な

都市空間となり、エッフェル塔がアイストップ

としてのランドマーク機能を見事に成立させて

おり、パリのシンボルゾーンの一つとして位置

づけることができる�写真��。

��エッフェル塔の記号論的意味とその効果

フランスの思想家で記号学者のロラン�バル

トは、エッフェル塔の持つ意味を記号論から説

明した。すなわち、同塔は人々にパノラマ的視界を提供し、新しい視覚と知覚をもたらした���。そ

れは、慰安にみちた事物となり���、すべての人々が楽しみを同時に享受できる存在として位置づけ

られる。この塔は聖なる記念碑ではなく、日常的な生活がそこでくりひろげられるのを禁じるどん

な禁忌もありはしない���。そして、この塔がその訪問者に与えるもの、それは二種類あり、｢まず

最初は、技術の領域のものであり、第二は技術面の特異さにもかかわらず、塔が親しみのある《小

世界》を構成している」と説明する���。まさにパリのランドマークとしての存在感を獲得していっ

たのである。そして、パリの代表的ランドマークとして知られるルーブル宮殿は君主制に、凱旋門

は帝政にとそれぞれ、象徴的な意味を持っている。エッフェル塔もフランス革命百年、万国博覧会

などの象徴性を内包するものだが、単に観光対象としてパリの古い石づくりの景観や歴史の深さに

対して挑戦的に建設されたと述べている���。バルトは同塔を、｢視線であり、事物であり、象徴で

あるこの塔は、人間が塔の中に置くすべてのものであり、そしてそのすべては、つきることがない｡

眺められる見世物であると同時に眺めている見世物、無益でありながらかけがえのない建物、親し

い世界であると同時に英雄的な象徴、一つの世紀の証人であると同時にいつも新しい記念碑、そし

て真似ができないものであるにもかかわらず絶えず再生される事物であるエッフェル塔､									
以

下略�」と説明する���。確かに、エッフェルの考えの中には、同塔を建設するのに際し、様々な意

図があった訳だが、本人の想像を遙かに超え、多様性に富む存在となっていったことは疑いない。

写真�…セーヌ河から見たエッフェル塔�����年�
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このように、大規模な鉄塔は本来の機能とは別に、人々に様々な感慨をもたらすランドマークとし

ての役割を内包している。もちろんそこには取り巻く環境や建築美といった要素も求められよう。

左右対称の均整のとれた立体形状や、構造物を支えるために鉄骨の組み立て形状が結果としてレー

ス模様のような表現に結びつき、錆止めに塗られた塗装の色が独特の雰囲気をかもし出している。

言い換えれば、否応なしに空間におけるアクセントやランドマークとなる大規模鉄塔は、景観との

調和が必要で、多くの人々に違和感なく受け入れられる存在となることが求められる。

かつて、大規模な鉄塔をはじめとする構造物が建設される際、賛否両論渦巻くのが常であった。

特に歴史的景観を有する都市においてその傾向が強い。フランスの作家モーパッサンはエッフェル

塔のレストランでしばしば食事をした。その理由は、そこがパリで唯一エッフェル塔を見ないです

む場所であると痛烈な皮肉を込めて語ったとされる���。日本においても、����年�昭和���に建

設された京都タワー�地上高�����がその例となる。同タワーは京都駅前にあった京都中央郵

便局の跡地を利用し、観光事業の振興や地域産業の育成�紹介を目的として設立された京都産業セ

ンター�現�京都タワー株式会社�によって建設された。建設に際して市民を巻き込んだ景観論争

が展開され、古都京都の景観を損なうという意見が多数寄せられた。その評価は別として、二千万

人を超える人達�����年末�が同タワーの展望室を訪れたという事実は残っている���。

いずれにしても、先駆的なテクノランドマークとして誕生したエッフェル塔は、多種多様な感慨

をフランス人のみならず世界中の人々にもたらした。パリのシンボルとして、直接�間接に莫大な

経済効果と膨大な宣伝効果を発揮してきたことは疑いない。そこでは様々なイベントが催され、被

写体として観光客等の視線の先に存在し続けている。すなわち、ランドマークが地域づくりに欠か

すことができない存在として位置づけられることをも意味する。そのシンボリックな姿や構造は世

界各地で模倣されていった。例えば、日本の大阪に造られた初代の通天閣は下部が凱旋門、上部が

エッフェル塔を模すなど、エッフェル塔は大規模鉄塔建設のモデルとして世界に伝播�模倣されて

いった。

��日本におけるテレビ鉄塔建設の過程

��鉄塔建設の歴史

日本における大規模鉄塔の建設は主に電波の送信施設として始まった。当初は長崎県の針尾島に

����年�大正���に竣工した海軍無線の送信用アンテナのように、鉄筋コンクリート製の円筒

形の構造物が一般的であり、鉄骨造りの鉄塔は昭和以後に多くなったとされる���。アナログの電波

を遠隔地まで送信するためには高塔が必要であり、ラジオ放送、テレビ放送が開始される際に必然

的に送信塔が建設された。特に、テレビ放送は��	�年�昭和�
�に開始され、日本初の商業用

テレビ放送のための電波塔が、日本テレビ放送網株式会社によって建設された���。同社の創業者正
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力松太郎は、����年�昭和����月��日に

テレビ放送の第一号免許を取得し、総高����

�高さ����、���のアンテナが取り付けられ

た�の日本テレビ塔を東京都千代田区二番町に

建設し、同��年�月�	日に放送を開始した。

テレビ塔には展望台が設けられ、エレベータに

より第一展望台����
、第二展望台����


へ上がることができた。テレビ局見学と一体化

したテレビ塔からの展望は多くの人達の見学コー

スとなった。テレビ塔に展望台が設置される形

態は、テレビ塔が単に電波送信の施設にとどま

らず、人々に高所からの展望を提供することを

可能にしたのであり、その後のテレビ塔建設の

モデルになったものと考えられる。しかし、同

テレビ塔は、技術発達と社会状況の変化により､

��	�年�昭和���に解体され、その使命を

終えた。一民間放送局によって建設されたこの

鉄塔は展望台も簡素なもので、見学も無料であ

り観光目的で建設されたものとは言えないが、日本におけるテレビ塔のプロトタイプとして、また

テクノランドマークの代表例として位置づけることができる。ちなみに、解体後はテレビ塔上部に

取り付けられていたアンテナがモニュメントとして同地の一角に保存�展示されている�写真�
｡

その後、東京では東京タワーが���	年�昭和���に建設された。当時の郵政省は、都内に次々

に建設されるテレビ塔の林立を避け、関東一円にテレビ電波を送信するための電波塔建設を計画し

た。第二次世界大戦後の復興の証として、人々に自信と希望を与えたいという意図もあったようで

ある。����年�月に日本電波塔株式会社が設立され、電波塔の建設が始まった。高さ����の同

塔は現在でも自立鉄塔としては世界第�位の高さを誇り、東京のランドマークを代表する総合電波

塔となっている。

����年�昭和�	�には名古屋テレビ塔株式会社が設立され、翌��年�月��日に地上�	��、

展望台���の鉄塔が完成し、名古屋テレビ塔が営業を開始した。本格的な展望台を備え、観光目

的を前面に打ち出したテレビ塔としては現存する中で最も古い。平成元年には鉄塔のライトアップ

も始まり、周囲に高層建築物が増加し、かつてのアイストップとしてのランドマーク機能は薄れつ

つあるが、名古屋を代表するシンボル、ランドマークとして位置づけることができる。

同形式のテレビ塔としては北海道札幌のテレビ塔がある。同テレビ塔は����年�昭和���	月

に完成した。同塔は先の名古屋テレビ塔の建設に触発され、電波塔としての機能はもとより、多目

写真�…日本テレビ塔のアンテナ�モニュメント�

�東京都千代田区二番町�
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的利用が可能な施設として計画された。計画都市札幌の条丁目のほぼ原点に近い位置を占め、大通

り公園の一角をなすことから、札幌を代表するランドマークとして位置づけられる���。

��内藤多仲と鉄塔設計

����年�昭和���から始まる日本のテレビ放送は、放送網の整備と受信エリアの拡大とが相

まってテクノランドマークとしての大規模テレビ塔を各地に必要とした。その結果、日本の主要都

市に新たな景観要素として多種多様なテレビ塔が次々建設されていった。テレビ塔建設に当たって

は、日本のような地震や風水害に見舞われやすい自然条件を克服する必要性や、これまでに経験し

たことのない高さの克服から高度な設計技術が求められた。中でも日本の主要テレビ塔の設計者と

して知られるのが内藤多仲�����年�明治������	
年�昭和����である���。同氏は山梨県

櫛形町に生まれ、苦労の末、東京帝国大学建築学科を卒業、その後早稲田大学に勤めた。同氏は地

震国日本における高層建築の耐震構造方式を確立したことで知られる。これはアメリカ合衆国へ留

学した際、本を詰めたトランクが壊れ、帰国する際に中仕切りを入れると無事だったことにヒント

を得たと言われる。その理論をもとに設計された「東京歌舞伎座」や「旧日本興業銀行本店」など

が、関東大震災による被害を免れたことがその評価を高めたとされる。同氏は当初からラジオ放送

用の鉄塔建設を数多く手がけており、その後、名古屋テレビ塔�昭和��年�、二代目通天閣�同��

年�、東京タワー�同��年�など約�
の鉄塔建設を手掛け、�塔博士�の異名を取るに至った。

ちなみに、名古屋テレビ塔の建設に当たっては、福井市に建てた�	
のラジオ鉄塔が福井地震発

生時に倒壊しなかったことに自信を深め、同塔の高さを��
�に決定したとされる。その成功が

日本最大の東京タワー建設に結びついていった。鉄塔建設に当たっては、大手ゼネコンや実際の作

業に従事する人達の努力はもとより、同氏及びその門下生の果たした役割はきわめて大きい。技術

の伝播は鉄塔設計の類似性にも結びつき、構造や形態にもその影響を読みとることができる。その

意味からも、テレビ塔というテクノランドマークの形成に同氏の設計が大きく関わっている。もち

ろん設計者の存在のみならず、施工業者の技術や組み立て職人の存在等が相まって大規模鉄塔が各

地に建造されていった。

��シンボルゾーンの形成とテレビ塔

��戦災復興と����道路の造成

都市のシンボルゾーンの形成とテクノランドマークが密接に関連した例を、愛知県の名古屋市に

見出すことができる。都市の地域�内部�構造は時の流れとともに新陳代謝を繰り返し、新たな地

区が形成されたり再開発されることによりその姿が変化していく。名古屋は徳川家康による築城後､

城下町として発展を遂げ、城郭の南側に碁盤目状に道路を配し町並みを整備した。近世の城下町プ

ランはその後の都市構造に大きな影響を及ぼした。しかし、第二次世界大戦により壊滅的被害を受
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けた名古屋は、戦災復興事業による徹底した土地区画整理を行い、城下町形成時の町並みを継承し

つつ、その後の都市構造を大きく変化させていった���。主要な復興計画としては、街路計画、公園

緑地計画、その他に分類される。街路計画では、二本の幅員����道路�久屋大通�若宮大通�

を含む���以上の道路が��本設けられた。その意図は、自動車交通への対応、防災、美観などが

あげられる。都心部では、二本の����道路を南北方向�久屋大通�と東西方向�若宮大通�に

配置し、久屋大通にほぼ連続して南北方向に連なる新堀川を含めて都心部を四分割し、防災面を強

化した。公園は大小様々整備され、市内に分散していた墓地が一カ所に集められ、平和公園となっ

たことも都市計画の上で特筆される。こうして、名古屋市街地の整備が進んでいった���。

����道路として整備された久屋大通は当初、防災的な空地帯がイメージされたが、�	�
年

�昭和�	�のテレビ塔建設に伴い、その大半が公園緑地化されていくことになった。ここに名古屋

のシンボルゾーン形成の端緒を見出すことができる。すなわち、大通りの両側には幅���の道路

が設けられ、中央部は歩行者専用のグリーンベルトを配し、都市公園として整備された。そこには､

友好都市から送られた記念物などを中心に国際親善広場が設けられるなど公的空間が整備�充実し､

名古屋市のシンボルゾーンないしはシンボル軸の形成が図られた。また、久屋大通は単に公園緑地

として整備されるだけではなく、地下部分を利用し、地下鉄、地下街、地下駐車場として複合的に

利用されていった。その一角を占める栄は地下鉄東山線、名城線の交差点として、また、�	��年

�昭和���に完成した地下街のセントラル�パーク建設に併せて名鉄栄町駅のターミナルが建設さ

れるなど、中心商業地区の機能が強化されていった。同大通りが戦災復興事業により公的空間に変

化し、権利関係の錯綜を回避できたこともその開発を促進したものと考えられる。当時の新聞記事

によると�	�、｢名古屋の百�道路久屋大通を掘り返して地下街を造り、名鉄瀬戸線を栄まで延長す

るこの都心部の大改造工事�栄地区再開発事業�は、ようやく全体工事の
��余をこなした。�中

略�重さ三千トンのテレビ塔下とその足元をくり抜く難工事だけに、予測できぬ障害と工事の遅れ

が心配されたが�����」とあり、テレビ塔を含む大改造が行われ、同大通りの重要性がより高まった

ことが窺われる。さらに�	��年�昭和���には斜張橋形式のセントラルブリッジが桜通に架け

られ、桜通によって分断されていた久屋大通の一体感が高まった。�	�	年�平成元�にはテレビ

塔のライトアップが始まり、夜間のシンボルとしての役割も果たすことになった。ちなみに、テレ

ビ塔の外装色は当初から銀色で塗られている。航空法上は高さ
��以上の鉄塔や煙突は赤白�赤

黄�に塗り分けることになっているが、同テレビ塔は例外として現在に至っている。また、�	�	

年�平成元�には、フランスのシャンゼリゼ通り�凱旋門�コンコルド広場�と民間主導で友好提

携を行っている。道路が都市のシンボルゾーンとして位置づけられる共通性を両者に見出すことが

できる�第�図�。

このように、久屋大通は名古屋市の戦災復興を象徴する道路として計画造成され、地下には各種

都市機能を集積させ、地上は都市公園として位置づけられることになった。そこでは当初からテレ

ビ塔が名古屋のランドマークとして、またアイストップとして存在し続けてきた。名古屋は���

�道路とテレビ塔を核とする久屋大通の都市公園化�地下街化により、都心部のシンボルゾーン化
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が図られた数少ない都市の例となった。����年�昭和���に建設省�現�国土交通省�が日本

の道路���選を決定した際に久屋大通が選ばれた理由も、同大通が都市のシンボルロードとして

評価されたことに他ならない。とは言え、����年�月に新たな名古屋のアイストップとなる��

セントラルタワーズ�地上����の展望台�が名古屋駅に完成し、名古屋テレビ塔の高さを超え

たことは時の流れを象徴する出来事となった。

第�図 名古屋中心部の地図�地形図�

�国土地理院 �������地形図「名古屋北部������｣「名古屋南部����	�」に一部加筆�
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��テレビ塔建設の過程とその意義���

テレビ塔の建設は、����年�昭和���に

愛知県�名古屋市等の出資を仰ぎ、名古屋テレ

ビ塔株式会社が設立され、日本放送協会���

���中部日本放送��	���名古屋財界が協調

することにより始まった。総工費
億�千万円､

使用鋼材約�			トンが費やされ、���
年

�昭和����月��日に竣工�翌�	日に開業し

た。建設に至る経緯は、昭和��年に開始され

たテレビ放送を名古屋地区で行うための送信施

設の建設が目的であり、���名古屋放送局と

近接する久屋大通の一角が選ばれた。設計を担

当した内藤多仲���は、パリのエッフェル塔を

イメージしつつ、それまでのラジオ塔の設計経

験から塔の高さを��	
とし、付帯施設とし

て展望台を設けることとした。鉄塔の形式は四

角構桁式自立鉄塔であり、本格的な展望台の設

置されたテレビ塔としては日本の先駆けとなっ

た�写真��。同テレビ塔はア

ンテナの乱立を避ける意味から､

���のみならず民間放送局と

の共用�集約鉄塔となり、本格

的なテレビ放送時代到来のモデ

ルケースととして位置づけるこ

とができる。竣工後、���
年

�月に���総合テレビ、����

年��月に�	�テレビ、����

年に東海テレビが放送を始め、

���	年�月には���がカラー

放送を開始した。当時のテレビ

塔では「見える見える 渥美も

伊勢も アルプスも」という

キャッチコピーが使用され���、

同塔からの可視的範囲がテレビ

写真�…名古屋テレビ塔

昭和��年�月 名古屋テレビ塔株式会社設立

同 ��年��月 着工�総工費�億�千万円�、使用鉄材約�����

同 ��年�月 竣工�鉄塔総高…���
、形式…四角構桁式自立鉄塔�

開業�展望台…地上��
�

同 ��年�月 ���総合テレビ送信開始

同 ��年��月 �	�テレビ送信開始

同 ��年��月 地下鉄「名古屋－栄」開通

同 ��年��月 東海テレビ送信開始

同 ��年�月 ���カラー放送送信開始

同 ��年�月 ���教育テレビ送信開始

同 ��年�月 名古屋テレビ送信開始

同 ��年��月 地下鉄「栄－市役所」開通 塔下���
�を走行

同 ��年�月 展望バルコン完成�地上���
�

同 ��年��月 セントラルパークオープン�地上公園�地下街�

同 ��年�月 建設省「日本の道路���選」に久屋大通が選ばれる

平成元年�月 ライトアップ開始

同 元年�月 ｢久屋大通」と「シャンゼリゼ大通」が友好提携

第�表 名古屋テレビ塔建設の経緯と関連事項

名古屋テレビ塔の資料等より作成
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電波の受信可能地域とほぼ一致していた。その後は、����年�昭和���に地上����に展望バ

ルコンが完成し、気象並びに大気汚染の観測装置等が設けられるなど多目的な利用が図られている

�第�表	。なお、当初の建設条件として久屋大通が都市公園に位置づけられることから、現在に至

るまで公的な広報以外の��活動に塔壁を利用することは許されていない。

名古屋テレビ塔建設の成功は、日本各地に類似の鉄塔建設を促した。それは大きく三つに大別す

ることができる。一つは大規模鉄塔に展望台を設置し、主として観光目的に利用しようとする試み

である。この例としては��
�年�昭和���に完成した大阪の通天閣�二代目�があげられる。

����年�昭和���に初代の通天閣が焼失して後、二代目通天閣の建設機運が盛り上がった。同

塔は民間人の手により株式会社が設立され、株券を発行することで建設費を捻出するなど、他では

見られない手法がとられた。設計者は内藤多仲であり、����の鉄塔が初代の場所とは異なる現

在の位置に建設された。展望台は���に設置され、名古屋テレビ塔のものより��高い位置であっ

たことから、当時は東洋一の展望台として宣伝された。現在でも大阪�新世界のシンボルとして欠

かすことのできないランドマークとなっている。民間人の手による同塔は広告塔として大手製作所

の名称がイルミネーションによって表示されたり、文字盤の直径
�
�、長針の長さ��
�、針の

重さは�本����の大時計が設置され、塔頂部には円筒形二段表示で天気予報が示されるなど、他

の鉄塔には見られない特徴を有している。その他、横浜マリンタワー�����	�����年	、神戸

ポートタワー�����	�����年�など、港

湾に隣接する鉄骨�鉄パイプづくりの展望塔が

建設された。ちなみに、横浜マリンタワーは正

式な灯台の役割も担っている。

二つ目は同形式のテレビ塔建設と都市のシン

ボルゾーンにおけるアイストップの成立である｡

��
�年�昭和�
�	月に完成した札幌テレ

ビ塔は、内藤多仲の設計で名古屋テレビ塔と同

様に官民一体となり建設され、テレビ放送のみ

ならず教育�文化�科学�観光への利用といっ

た複合的目的が謳われた。名古屋テレビ塔と同

様に札幌のシンボルゾーンとして位置づけられ

る大通り公園の一角に建設され、市民及び観光

客のアイストップとしてランドマーク化されて

いる��	。札幌市は計画都市として中心部は条丁

目によって明確な街路区画が施されており、四

分方位を容易に確認できる。その座標のほぼ原

点に位置するのがテレビ塔であり、人々の空間
写真�…札幌テレビ塔と大通公園
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認識を支えるランドマークとしての機能も果たしている����写真��。

三つ目は名古屋テレビ塔の成功が、首都東京

のテレビ塔建設を促進したことである。設計者

である内藤多仲は、名古屋テレビ塔の成功に自

信を深め、東京タワーの設計に携わった。塔の

高さは関東エリア半径�����圏を受信可能範

囲とするために����と設定された。テレビ

塔のモデルとして建設された名古屋テレビ塔は

ハード面にとどまらず、ソフト面においても大

きな影響を及ぼした。それは、濃尾平野と関東

平野といった広範囲に及ぶテレビ電波送信の必

要性、放送局の増加に伴う集約鉄塔の必要性、

大規模鉄塔に展望台を設置することによる観光

への寄与といった類似性を見出すことができる｡

徐々に個別鉄塔が建設されつつあった東京に景

観面からも集約鉄塔建設の必要性が高まってい

たし、首都東京の観光シンボルとしての可能性

が潜在的に存在することを確信させるものであっ

た。東京タワーが建設されてから��有余年を経

過し、�億�千万人を超える入場者数を数えている事実は、単なるテレビ塔ではなし得ない存在で

あったことの証明である�写真��。

��テクノランドマークの時代性

建設からほぼ半世紀が過ぎようとしている日本各地のテレビ塔は、その多くが現在もテレビ電波

の送信塔としての役割を果たしている。しかし、札幌テレビ塔のように、送信エリア拡大の必要性

から、一部の放送局がテレビ塔からの送信を停止し、他の場所からの送信に移行した例も認められ

る。テレビ電波の送受信、中継用の鉄塔が受信エリアの拡大等に対応するため、都市周辺の山頂部

等に設けられることが多くなったこともその背景にある。このように、テレビ塔はテクノランドマー

クのもつ宿命として時代の変化に翻弄されつつある存在となっている。そのため、テレビ塔は本来

のテレビ電波の送信施設としての役割とは別に、高さを活かしながら各種の放送�通信電波の送受

信�中継点としての機能や、大気汚染等の公害調査に必要な風向�風速�温度計や硫黄酸化物測定

器などが設置されている例も多い。また、これまでのアナログ主体の放送システムに変化が生じよ

うとしている。すなわち、テレビ放送のデジタル化が進行しており、地上波デジタル放送の実験放

送が始まろうとしている。この技術革新の波は現在のテレビ塔よりも高く頑丈なものを求めること

写真�…東京タワー
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から、既存のテレビ塔では対応できないことが予測されている。日本各地の都市においても新塔設

置が緊急の課題となっており、その成り行きは別として、現在のテレビ塔のテレビ電波送信の役割

に大きな変化が生じる可能性は高い。とは言え、戦後のテレビ放送の発展とともに歩んできた各地

のテレビ塔は、周囲の建築物の高層化や技術革新に直面しながらも、都市を俯瞰する施設として、

また都市のシンボルとしての役割を果たし続けている。

��おわりに

技術発達に伴って成立するテクノランドマークは、その時代の政治�経済�文化等を背景に生み

出されてきた。そこには必然と偶然とが折り重なり、様々な意思決定がタイミングよくなされ、新

たな構造物が生み出されていった。本来は機能面が優先されることによって成立するテクノランド

マークだが、景観要素として新たなランドマークへ結びついたものも多々存在する。また、個々の

テクノロジーが相互に関連し、新たなテクノランドマーク創出に結びつく例も認められる。テクノ

ランドマークは類似性を保持しつつ、様々な地域へ伝播することも多かった。それらは生活に密着

した実用性に基づくものであったり、地域のシンボルやランドマークとして位置づけられるものも

多い。すなわち、テクノランドマークはその時代の景観形成に大きな役割を果たしている。テクノ

ランドマークは単にテクノロジーの具現化のみならず、人々にランドマークとして認識され、様々

な感性を呼び起こす存在にもなった。

テクノランドマークの中には、都市のシンボルとして位置づけられるものも存在し、シンボルゾー

ンの形成に寄与しているものも多々認められる。その代表例がテレビ塔であった。日本では、����年

のテレビ放送の開始が大規模テレビ塔の建設を促していったが、単にテレビ電波の送信塔としての

大規模鉄塔の建設に終始していれば、今日見られるようなシンボリックなランドマークにはならな

かったのかもしれない。エッフェル塔建設に端を発する設計者の美的�造形センスと、展望台の設

置及びテレビ塔設置位置の選択が大きな意味を持った。例えば、名古屋市においては戦後復興計画

における����道路の造成地にテレビ塔を建設したことが、その後のシンボルゾーン化への端緒

になった。また、札幌市における大通公園のシンボルゾーン化に新たなアイストップとしての機能

を付加し、ランドマークとなったのがテレビ塔であった。東京芝公園の西端に建設された東京タワー

は名古屋テレビ塔の成功を基に展望台を設けたことが、その後の東京観光の拠点となった。完成後

��年が経過した����年に約�億�千万人が同塔を訪れたという事実は、いかに展望台設置の効

果が大きかったのかを如実に示している。このように、本来のテレビ電波の送信施設としてのテク

ノランドマークの機能とは別に、パリのエッフェル塔建設以後、大規模鉄塔がもつ塔からの展望�

眺望機能がさらなる魅力を付加した。また、大鉄塔は昼夜を問わずアイストップとしての機能を果

たす。とくに夜間の照明�ライトアップは人々の注意機能を引き寄せる効果がある。闇の中に浮か

び上がるエッフェル塔や東京タワーは単なるランドマークとしてだけではなく、人々の感性に訴え



����

テクノランドマークの成立過程

かける存在として位置づけることができる。それは、ランドマークの持つシンボル性が発揮される

ことにも結びつく。すなわち、テレビ塔は見ることと見られることの両側面を有し、意味ある存在

として人々の視覚を刺激し、知覚作用を促すのである。一見、テクノランドマークとは無関係に思

える、アメリカ合衆国ニューヨークのリバティ島に設けられた自由の女神像は、独立百周年を記念

して����年にフランスから送られた鉄骨造りの銅製像である。制作者はフランスの彫刻家バルト

ルディだが、鉄骨の骨組みはエッフェル達の技術が内包されている。しかし、鉄骨の組み立てを基

に成形され、表面処理がなされ、女神像としての形が整えられることによって、単なるテクノラン

ドマークとしての存在から象徴的な構造物へと変化する。ある種の芸術品に共通する特性を持つに

至ったともの言えよう。言い換えれば、テクノランドマークは人間の知恵と努力に支えられ、テク

ノロジーの発達を超えた存在へと昇華することもある。

テクノランドマークに限らず、形あるものは何らかの人為的操作が加わらなければ、いずれ変化

し消滅する運命にある。時代に翻弄され易いテクノランドマークにその傾向が強いものと考えられ

る。しかし、近代化遺産のように単なる技術を具現化する構造物を超えた存在となり、人々から支

持され高い評価を受ける存在であるならば、引き続き保存され再生�リニューアル�されることも

予想される。このように、テクノランドマークはテクノロジーの発達と軌を一にしながらも、人々

の空間認識を支え地域における象徴的なランドマークになることも多い。したがって、テクノラン

ドマークの意味と重要性を認識し景観形成に反映させることが、地域づくりにおいても必要になる

と思われる。

�つがわ やすお�高崎経済大学地域政策学部助教授�
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